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知財せんりゃくん 

活用事例集に掲載されている事例はほ

んの一例で、 

データの活用方法は 

他にも色々あると思います。 

良い方法やアイデアがありましたら、

教えてください。 
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１．ファイル全体について 

 

１－１．開封用パスワードを入力しなくてもファイルが開くようにしたい 

  → パスワード設定を解除します。 

 

 ① 自己分析用データをダウンロードし、保存します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ② 保存した自己分析用データを開き、「ツール」の「オプション」を選択します。 
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 ③ 「セキュリティ」の「読み取りパスワード」を消去し、「OK」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ④ ファイルを保存して閉じます。 
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１－２．案件の一覧表で集計したい 

→ オートフィルタ機能を利用して集計作業します。 

 

 ① オートフィルタ機能を付けたいセル群または行を選択します。行全体がアクティブ

な状態になります（色が変わります）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 「データ」の「フィルタ」の「オートフィルタ」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ オートフィルタ機能を利用して、集計を行います。 

 例えば、ある発明者の出願が何件あるのか調べる場合は、発明者氏名のオートフィル

タボタン（逆三角形のボタン）をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オートフィルタ機能が設

定され、セル内に「▼」印

が表示されます。 
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   例１：「特許太郎だけが発明者の出願」が何件あるのか調べたいとき 

   「特許太郎」を選択すると、画面左下に「特許太郎」という文字が入力されたセル 

の数が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   例２：「発明者の中に特許太郎が含まれる出願」が何件あるのか調べたいとき 

   オプションを選択し、発明者氏名に「特許太郎」と入力し、「を含む」を選択すると、

画面左下に「特許太郎」という文字を含むセルの数が表示されます。 
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１－３．案件の一覧表で常に項目名・出願番号を常に表示したい 

→ ウィンドウ枠の固定／解除機能を利用して表示します。 

 

 ① A 列の出願番号と 5 行目の項目名を常に表示するには、B６をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ② 「ウィンドウ」の「ウィンドウ枠の固定」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  設定を解除するには、「ウインドウ」の「ウインドウ枠の解除」を選択します。 

 

B6 をクリック



 7

１－４．特定のセルの書式（色、太さなど）を変更したい 

→ 条件付き書式機能を利用します。 

 

＜例：代理人名称で「特許 事務男」だけを、赤色太字に変更する場合＞ 

 ① 書式を変更したい範囲（例では、D 列）を選択し、「書式」の「条件付き書式」を選

択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ② 条件と書式を設定し、OK ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 ③ 条件を満たすセルが、指定した書式に変更されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

条件の設定 

書式の設定 

「特許 事務男」

のみ赤色太字に

なります。 
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１－５．簡易分析レポートを作りたい 

 ※簡易分析レポートは、過去１０年間の特許出願件数が２００件未満の場合には自動的

には作成されていません。しかし、その場合でも、自分でパソコン操作することにより、

簡易分析レポートを作成できます。 

 

 ① 特許庁のホームページから、自己分析用データのサンプルをダウンロードします。 

   URL http://www.jpo.go.jp/sesaku/tokkyosenryaku_01.htm 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 自社の自己分析用データの BK シートの A1～AQ１１８をコピーし、①でダウンロ

ードしたサンプルの BK シートに貼り付けます。すると、簡易分析レポートが自動

的に作成されます。 

＜画面右下＞ 

 

 

 

 

 

 

 

注意：「簡易分析レポート」のうち、「技術分野別の被引用回数の経年変化」、「自己

の公開特許公報を利用した拒絶理由通知数の多い出願人」、「被引用回数の多い自己

の公開特許公報」については、自動的に作成できません。作成したい場合には、１

８～２４ページの「６－１」～「６－３」の項目をご覧ください。 

クリック① 

クリック②

ここをクリックすると、

ＢＫシートが開きます。
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２．基礎情報 

 

２－１．各種数値（特許査定率、応答なし拒絶率など）の算出方法を調べたい 

 

 算出方法を調べたいセルをクリックすると、上部に計算式が表示されます。 

例えば、２０００年の特許査定率を算出方法を調べたいときは、C１５セルをクリックす

ると、上部に「=IF(C9=0,0,C9/(C9+C11+C14))」という式で算出したことが表示されま

す。この式は、C9 セルが「０」ならば「０」と表示し、C9 セルが「０」ではないならば

「C9/(C9+C11+C14)」という計算をしているということを意味します。（C9 は特許査

定件数（審査段階）、C１１は拒絶査定件数（審査段階）、C１４は審査着手後取下・放棄件

数。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

計算式 
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３．案件情報一覧、審査・審判状況一覧 

 

 案件情報一覧シートと審査・審判状況一覧シートは、同じ順番に同じ案件が記載されて

いるため、一枚のシートにまとめることができます。 

 審査・審判状況一覧シートの E～AB 列をコピーして、案件情報一覧シートの S 列へ貼り

付けます。 

 

３－１．技術分野、テーマコード、指定分類、公開分類別の特許査定率、意見拒絶査定率、

応答なし拒絶率を調べたい 

  → オートフィルタ機能または Microsoft○R ACCESS を利用します。 

【オートフィルタ機能を使う方法】 

① 案件情報一覧シートと審査・審判状況一覧シートを一枚にまとめた後、５行目を選

択し、オートフィルタ機能を付けます（オートフィルタ機能の付け方については、「１

－２．案件の一覧表で集計を行う方法（オートフィルタ機能）」参照）。 

② 技術分野（または、テーマコード、指定分類、公開分類）でオートフィルタボタン

（「▼」印のボタン）を押し、調べたい技術分野を選択します。左下画面に件数（全

件数）が表示されます。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ ②の状態で、審査状況でオートフィルタボタン（「▼」印のボタン）を押し、特許、

応答無し拒絶を順番に選択し、それぞれを選択したときに左下画面に表示される件

数を調べます。 

 ④ ③で調べたそれぞれの件数を、②で調べた件数 

   で割ると、その技術分野（またはテーマコード、 

指定分類、公開分類）別の特許査定率、意見 

拒絶査定率、応答なし拒絶率を算出することが 

できます。 
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【Microsoft○R ACCESS を使う方法】 

 ① 案件情報一覧シートと審査・審判状況一覧シートを一枚にまとめた後、５行目以降

をインポートします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② オブジェクトで「クエリ」を選択し、「デザインビューでクエリを作成する」をダブ 

ルクリックし、テーブルの表示で①でインポートしたテーブルを選択します。 

 ③ フィールドに「技術分野」と「審査状況」を表示させ、「集計」ボタンをクリックし

ます。技術分野の集計の種類は「グループ化」、審査状況の集計の種類は「カウント」

を選択します。これにより、技術分野別の全件数が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

集計ボタン 
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④ フィールドに「技術分野」と「審査状況」を表示させ、「クエリ」の「クロス集計」

を選択し、「技術分野」の集計はグループ化、行列の入れ替えは行見出し、一方の「審

査状況」の集計はグループ化、行列の入れ替えは列見出し、他方の「審査状況」の

集計はカウント、行列の入れ替えは値を選択します。これにより、技術分野別、審

査状況別の各件数が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ ④で求めた各数字を③で割ると、その技術分野別の特許査定率、意見拒絶査定率、 

応答なし拒絶率を算出することができます。 
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３－２．技術分野別の即特許査定率、各条文拒絶理由通知率を調べたい 

  → オートフィルタ機能または Microsoft○R ACCESS を利用します。 

 

【オートフィルタ機能を使う方法】 

 ３－１の③で「審査状況」の代わりに「特許」を選択する以外は、３－１と同様の作業

を行うと、即特許査定率を算出できます（即特許･･･1 回も拒絶理由を通知されることなく、

1 回目の審査で特許査定になること）。 

 また、３－１の③で「審査状況」の代わりに「新規性なし（29 条 1 項）」を選択する以

外は、３－１と同様の作業を行うと、1 回目の拒絶理由通知で２９条１項を通知された割合

を算出できます。 

 

【Microsoft○R ACCESS を使う方法】 

３－１の④で、フィールドに「技術分野」、「特許」、「新規性なし（29 条 1 項）」等を表

示させ、集計ボタンをクリックします。技術分野の集計の種類は「グループ化」、他の集計

の種類は「合計」を選択します。これにより、技術分野別の即特許件数、1 回目の拒絶理由

通知における各条文の拒絶理由通知件数が表示されます。 

①～③、⑤は３－１と同様の作業を行うと、即特許査定率、各条文拒絶理由通知率を算

出できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

集計ボタン
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３－３．他者に注目されている自己の出願を調べたい 

 

【閲覧請求回数の多い順に並べ替える】 

   案件情報一覧シートの閲覧請求回数の列を選択し、「降順で並べ替え」のボタンを押 

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ② 「選択範囲を拡張する」を選択し、「並べ替え」を押します。 

 

 

 

 

 

 ③ 閲覧請求回数の多い順番に並べ替えられます。 

 

【刊行物提出情報提供のあった案件を調べる】 

① ５行目を選択し、オートフィルタ機能を付けます（オートフィルタ機能の付け方に

ついては、「１－２．案件の一覧表で集計を行う方法（オートフィルタ機能）」参照）。 

② 刊行物提出情報提供有無のオートフィルタボタンをクリックし、「1」を選択します。 

 ③ 刊行物提出情報提供のあった出願が表示されます。 
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４．審査着手見通し時期照会 

 

４－１．他者に注目されている自己の出願の審査着手見通し時期を調べたい 

 

 閲覧請求されているもの、刊行物提出情報提供のあったもの、他者の拒絶理由通知で引

用されたものは、他者に注目されている可能性があります。 

 そこで、審査着手見通し時期照会シートに、閲覧請求回数、刊行物提出情報提供有無、

被引用の回数の列を追加します。 

 

① 審査着手見通し時期照会シートの S４に「閲覧請求回数」、T４に「刊行物提出情報提

供有無」、U4 に「被引用の有無」を入力します。 

 

 

 

 

 

 

② S5 セルに「=VLOOKUP(D5,案件情報一覧!$A$6:$Q$●●,10)」と入力します（●

●には、案件情報一覧の最下行の行番号が入ります）。 

これは、審査着手見通し時期照会シートの D5 セルの記載事項と同一の記載を、案件

情報一覧シートの A6～Q●●の中から検出し、検出された記載を含めて１０個隣の

セルに記入されている記載を返す、ということを意味します。 

 

 

 

 

 

 

③ S5 を左クリックしたまま、下へドラッグする（もしくは、S５をコピーして、S6 か

ら下のセルに貼り付けます）。 
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④ T5 セルに「=VLOOKUP(D5,案件情報一覧!$A$6:$Q$●●,1６)」と入力します（●

●には、案件情報一覧の最下行の行番号が入ります）。 

T5 を左クリックしたまま、下へドラッグします（もしくは、T５をコピーして、T6

から下のセルに貼り付けます）。 

 

 

 

 

 

 

⑤ S5 セルに「=COUNTIF(被引用一覧!$A$7:$A$□□,G5)」と入力します（□□には、

被引用一覧の最下行の行番号が入ります）。 

これは、審査着手見通し時期照会シートの G5 セルの記載事項と同一の記載を、被引

用一覧シートの A７～A●●の中から検出し、検出されたセルの数を表示する、とい

うことを意味します。 

U5 を左クリックしたまま、下へドラッグします（もしくは、U５をコピーして、U6

から下のセルに貼り付けます）。 
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５．保有特許権一覧 

 

★ 注意★ 

特許権を保有しているにもかかわらず、データに掲載されない場合や、特許権を保有し

ていないにもかかわらず、データに掲載されてしまう場合がありますので、ご注意くださ

い。 

① 審査時に出願人ではなく、特許権の設定登録後に権利者になった場合 

② 審査時には出願人だったが、特許権の設定登録後に権利者ではなくなった場合 

（②のときは「権利者氏名」の欄に自社の名称が記載されませんので、すぐに見つけるこ

とができます。） 

 

５－１．年金納付期限を確認したい 

 

① 保有特許権一覧シートの J 列に年金納付期限の欄を作ります。 

 

 

 

 

 

 

 

② J5 に「=H5+I5*10000」と入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ J5 を左クリックしたまま、下へドラッグします（もしくは、J５をコピーして、J6

から下のセルに貼り付けます）。 
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６．被引用一覧 

 

★注意★ 

「自己文献情報」には、自己が筆頭出願人であって、出願日が 2000 年以降で、かつ、

公開されたものに限り、掲載されています。 

 「他者出願情報」には、2000 年以降に審査請求され、かつ、2003 年 7 月以降に一回

目の拒絶理由通知が発送されたものに限り、掲載されています。 

 

６－１．技術分野別の被引用回数の経年変化を調べたい 

 

 簡易分析レポートが付いている場合は、「技術分野別の被引用回数の経年変化」に、被引

用回数の多い上位１０技術分野についての結果が記載されています。 

 

【オートフィルタ機能を使う方法】 

① ６行目を選択し、オートフィルタ機能を付けます（オートフィルタ機能の付け方につ

いては、「１－２．案件の一覧表で集計を行う方法（オートフィルタ機能）」参照）。 

② 技術分野でオートフィルタボタンを押し、調べたい技術分野を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 他者出願情報の出願年でオートフィルタボタンを押し、出願年を順に選択し、出願年

毎の被引用回数を調べます（画面左下に被引用回数が表示されます）。 
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④ 特許庁のホームページから、自己分析用データのサンプルをダウンロードし（１－５

①参照）、簡易分析レポートシートの「技術分野別の被引用回数の経年変化」の D280

～O289 に、③で調べた件数を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Microsoft○R ACCESS を使う方法】 

① 被引用一覧シートの６行目以降をインポートします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② オブジェクトで「クエリ」を選択し、「デザインビューでクエリを作成する」をダブ

ルクリックし、テーブルの表示で①でインポートしたテーブルを選択します。 
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③ フィールドに「自己文献情報（被引用）の技術分野」と「他者出願情報の出願年」を

表示させ、「クエリ」の「クロス集計」を選択し、「自己文献情報（被引用）の技術分

野」の集計はグループ化、行列の入れ替えは行見出し、一方の「他者出願情報の出願

年」の集計はグループ化、行列の入れ替えは列見出し、他方の「他者出願情報の出願

年」の集計はカウント、行列の入れ替えは値を選択します。これにより、自己文献情

報（被引用）の技術分野別、他者出願情報の出願年別の各件数が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 特許庁のホームページから、自己分析用データのサンプルをダウンロードし（１－５

①参照）、簡易分析レポートシートの「技術分野別の被引用回数の経年変化」の D280

～O289 に、③の結果を貼り付けます（ただし、技術分野の数は１０個までしか貼

り付けることができません）。 
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６－２．自己の公開特許公報を引用した拒絶理由通知数の多い出願人を調べたい 

 

 簡易分析レポートが付いている場合は、「技術分野別の被引用回数の経年変化」に、被引

用回数の多い上位１０技術分野についての結果が記載されています。 

 

① J7 に「=IF(COUNTIF($G$7:G7,G7)>1,"",COUNTIF($G$7:$G$●●,G7))」。と入

力します（●●には、被引用一覧の最下行の行番号を入力します）。 

② J７を左クリックしたまま、下へドラッグする（もしくは、J７をコピーして、J８か

ら下のセルに貼り付けます） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この式は、例えば J１３の場合、もしも G7～G１３までに G１３と同一のセルが１

個より多くあれば（２個以上あれば）空欄とし、１個ならば G7 から G●●の範囲で

G１３と同一のセルの数を返す、ということを意味します。すなわち、筆頭出願人名

に初めて出てきた出願人名については、G 列中のその出願人名の個数を表示すること

を意味します。 

③ J 列を選択し、右クリックでコピーを選択し、再度右クリックで「形式を選択して貼

り付け」を選択し、「値」を選択します。 
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④ A7～J●●を選択し、データの並べ替えを選択し、列 J を選択し、降順を選択しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ J 列のデータが入力されている部分と筆頭出願人名を見比べることにより、出願人別

の被引用回数を調べることができます。 

また、特許庁のホームページから、自己分析用データのサンプルをダウンロードし（１

－５①参照）、簡易分析レポートシートの「自己の公開特許公報を引用した拒絶理由

通知数の多い出願人」の M２９７～３０６と P２９７～３０６に J 列のデータが入力

されている部分とそれに対応する G 列をコピーして貼り付けることにより、円グラ

フを表示することができます。（ただし、出願人名は１０個までしか貼り付けること

ができません。）） 

 

 

 

 

J 列 G 列 

ここに J 列を 

貼り付け 

ここに G 列を貼

り付け 
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６－３．被引用回数の多い自己の公開特許公報を調べたい 

 

 簡易分析レポートが付いている場合は、「被引用回数の多い自己の公開特許公報」に、被

引用回数の多い上位１０の自己の特許出願に関する情報が記載されています。 

 

① J7 に「=IF(COUNTIF($A$7:A7,A7)>1,"",COUNTIF($A$7:$A$●●,A7))」。と入

力します（●●には、被引用一覧の最下行の行番号を入力します）。 

② J７を左クリックしたまま、下へドラッグする（もしくは、J７をコピーして、J８か

ら下のセルに貼り付けます） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この式は、例えば J１5 の場合、もしも A7～A１5 までに A15 と同一のセルが１

個より多くあれば（２個以上あれば）空欄とし、１個ならば A7 から A●●の範囲で

A１３と同一のセルの数を返す、ということを意味します。すなわち、自己文献情報

の公開番号のうち、最初に出てきた公開番号については、Ａ列中のその公開番号の個

数を表示することを意味します。 

③ J 列を選択し、右クリックでコピーを選択し、再度右クリックで「形式を選択して貼

り付け」を選択し、「値」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｸﾘｯｸ① 

ｸﾘｯｸ② 
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④ A7～J●●を選択し、データの並べ替えを選択し、列 J を選択し、降順を選択しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ J列のデータが入力されている部分と自己文献情報の公開番号を見比べることにより、

自己の出願の公開番号別被引用回数を調べることができます。 

また、特許庁のホームページから、自己分析用データのサンプルをダウンロードし（１

－５①参照）、簡易分析レポートシートの「被引用回数の多い自己の公開特許公報」

のＭ３３２～３４１とＣ３３２～Ｋ３４１にＡ～Ｅ列のデータが入力されている部

分とそれに対応する列をコピーして貼り付けることで、表が完成します。 

 

 

 

ここに A 列

を貼り付け 

ここに B 列

を貼り付け 

ここに C 列

を貼り付け

ここに D 列

を貼り付け

ここに E 列

を貼り付け 

ここに J 列

を貼り付け
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